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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     

 前立腺がんは男性で一般的ながんである。治療に伴い生じる性機能障害は、精神的苦痛や

抑うつ、ライフスタイルや人間関係と関連し、前立腺がんサバイバーの QOL に影響を及ぼす。

日本人の前立腺がんサバイバーは米国人サバイバーと比較して性機能低下は大きいが性機能

低下による負担感の訴えは少ないという報告があり、性的な問題を公に訴えにくい文化的な

影響が推察される。前立腺がんサバイバーの性機能障害に着目した研究は本邦では乏しく、

対象の代表性や性機能障害の定義に限界があった。本研究では、前立腺がん治療（手術、外

照射療法、小線源治療、ホルモン療法）を受けた患者への半構成的面接調査により、前立腺

がん治療に伴う性機能障害にまつわる日本人男性の体験とケアニーズを明らかにした。  

 本研究では、患者会や医療機関を通じてリクルートした、前立腺がんの初期治療として根

治的前立腺全摘除術（10 名）/外照射療法（12 名）/小線源治療（5 名）/ホルモン療法（11 名）

のいずれかの単独治療を受けた日本人男性を対象に半構成的面接法を行い、前立腺がんの体

験とケアニーズについてデータ収集し質的に分析した。  

 本研究の知見と意義は要約すると以下の通りである。  

1. 性機能障害にまつわる体験は、診断期の〖前立腺がん初期治療法決定時の性機能維持した

い強い気持ちと葛藤〗、治療初期の〖治療に伴い生じた性機能障害に端を発する価値の喪

失〗〖治療による性機能障害の転帰がわからない不確かさ〗〖性機能障害の悪影響が少

ない平穏〗、治療後期の〖性機能障害を受け入れる努力〗〖変化した身体の管理〗の 6 コ

アカテゴリに統合された。すべての治療法に共通する体験と治療特有の体験があった。  

2. 性機能障害に関するケアニーズは、〖性機能障害の悩みに寄りそう医療者の姿勢〗〖性機

能障害と対処方法について正確な理解を促す治療方法決定時の情報提供〗〖個人や各カ

ップルの性機能障害の悩みに対応した専門的なケア〗〖性機能障害の悩みの解決ができ

る患者交流の場〗の 4 大カテゴリに統合された。  

3. 前立腺がんサバイバーの性機能障害への支援として、性機能障害の悩みに寄りそう医療者

の姿勢、専門的なケア、患者交流の場の提供に加えて、診断時には性機能障害と対処法に

関する情報提供や考えや感情を共有できる意思決定支援、治療期には性機能障害のアセス

メントや多職種による早期介入、などの必要性が示唆された。  

 本研究は、前立腺がんサバイバーの性機能障害の体験とケアニードに関する重要な知見を

提供した。なお、本研究の主たる内容は、Support Care Cancer 誌  (Impact Factor: 3.603)

に掲載された。  

 以上の理由により、本研究は博士（看護学）の学位を授与するに相応しい価値を有するも

のと評価した。 






